
■日漢協トピックス 

 高松市で市民公開講座開催  
 
2016年6月5日(日)サンポートホール高松の大ホールにおいて、 
第67回日本東洋医学会学術総会 市民公開講座が開催された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本東洋医学会と日漢協の共催による講座であり、 
今年で16回を迎え、あいにくの雨天にもかかわらず、338名の聴講者が来場した。 

第67回日本東洋医学会 
会頭 清水 寛 先生 

日本漢方生薬製剤協会 
渡邊喜久彦 常務理事 



第１部では、「自然のチカラで美しく健康に -心と体に効く漢方」のテーマで、 
香川県立保健医療大学看護学科の塩田 敦子先生と 
東京女子医科大学東洋医学研究所の木村 容子先生の講演が行われた。 
 
座長の社会医療法人財団大樹会  
総合病院 回生病院女性漢方外来の野萱純子先生から、 
皆さんが持っていらっしゃる漢方に対する何となくのイメージを、 
具体的に納得いただける内容のご講演ですとの紹介で、 
塩田先生が登壇した。 
 
「その不調、漢方にできることがあります！」と題して、 
朝の目覚めの気分や食事がおいしく食べられるかなど、 
様々な日常の不調について例を挙げ、 
休暇はしっかり休む、旬のものを食べる、 
ゆっくり入浴するなどの対処法からお話を始めた。 
                              
                             まずは養生し、それでもすっきりしない時は漢方を使用と進み、 
                             体だけではなく心も一緒に治療するという 
                             「心身一如」の考え方を説明した。 
                             ときおり、漢方の常識のウソホントとして、 
                             漢方医学は日本の伝統医学です、 
                             漢方薬でも速効性のある薬があります、 
                             副作用もあります など 
                             例を挙げながら正確な理解に導かれ、 
                             症状に合わせて使う漢方薬の使用例も紹介した。 
 
                             淡々と穏やかに含むようにお話される塩田先生の講演に、 
                             会場の参加者はうなずきながら聞き入っていた。 

 
 

【野萱純子 先生】 

【塩田敦子 先生】 



続いて登壇した、木村先生は「漢方の知恵でポジティブ・エイジング」と題して、 
まず加齢に抵抗するアンチ・エイジングではなく、 
積極的な対応のポジティブ・エイジングですと言葉の意味合いを解説した。 
加齢は止められないが、老化速度は遅らせることができると、 
4点にまとめて説明した。 
 
第1に、老化はコントロールできる。 
治療に頼るより生活習慣を見直した方が良い患者が多いと嘆かれ 
「不養生は自殺と同じ」という貝原益軒の『養生訓』の一説を引用し、養生の大切さを説いた。 
 
                               第2に未病の概念。 
                               漢方は、病気になる前段階も治療ターゲットであり、 
                               突然病気になることはなく、 
                               何らかのサインがあるので、気が付いてほしいと話した。 
 
                               第3に自分に合った養生を見つける。 
                               養生はちょっとした生活の工夫、 
                               一人ひとりにあったものがあるはずと語りかけた。 
 
                               最後に、食事、運動、睡眠、感情の四養生が基本。 
                               体をめぐる「気」「血」「水」という漢方の概念を解説し、 
                               一番大事なのは「気」つまりエネルギー、 
                               食事と睡眠は気を補い、それを働かせるためには運動が必要、 
                               そして感情のコントロールは気の働きを助ける。 
                               健康方法は人それぞれ、自分の状態を知る、 
                               自分のためのポジティブ・エイジングをしてほしいとまとめた。 
 
時間内で盛りだくさんの内容を話すため飛ばしますといわれたとおり、 
早口ではあるものの歯切れの良いエネルギッシュなご講演に、 
会場内は講演後もその余韻が漂っていた。 

【木村容子 先生】 



第2部では「映画をつくり続けて」と題し、 
映画監督の山田 洋次さんが登壇され、 
地元のラジオキャスター梅津 龍太郎さんと 
ラジオパーソナリティー岩瀬 弥永子さんによる三者対談が行われた。 
 
山田監督といえば「男はつらいよ」シリーズ、 
その作品の制作秘話を、出演者のエピソードと共に紹介した。 
 
主演の渥美清さんが若いころ大病をし、 
主治医から役者を続けるなら背筋を意識的に伸ばし 
良い姿勢を心がけなさいとアドバイスを受け、 
それを忠実に守ったところに、 
渥美さんの健康維持と 
存在感あふれる役者としての大成があったのではないかと語った。 
 
その渥美さんもシリーズ最終作の時には病に侵され、 
その病状を知りながらマドンナ役を引き受けられた浅丘ルリ子さんが、 
渥美さんを気遣い明るく振舞いながらも、 
陰では涙していた様子を振り返った。 
 
                                      また、監督は芝居小屋の観客のように、 
                                      観客が映画の中の役者に感情移入し 
                                      掛け声を掛けられるような作品を目指しており、 
                                      大阪で実際にあった観客同士の掛け合いを、 
                                      ユーモア交えて披露した。 
 
                                      会場は爆笑で大きく沸きあがったり、 
                                      目頭が熱くなる場面もあり、 
                                      参加者も十分満足できた企画であった。 

 

【山田洋次 監督】 
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